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新年を迎えて 
塩津総代会会長  近 藤  豊（鹿島町総代） 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年はコロナも第５類と落ち着いた事もあり、従来の行事の復活と共

に新たなコミュニティの形成の基礎作りだったと思われます。 

敬老祝賀会、体育祭、各地区で行われた盆踊り等、諸々の行事も執り

行うことが出来るようになりました。 

しかしながら、実際に取り組んでみますと、４年間のブランクは大きく、役員の皆さまは実施に

向けて大変苦労をされておりました。 

一方で、小学校・保育園・公民館が一体化した複合施設の建設に向けて、計画の具体化が進んで

おります。 

また、11 月には塩津地区に「くるりんバスの令和７年走行」実施目標に実行委員会が立ち上が

りました。 

本年は辰年であり、課題実現に向けて活力旺盛に取り組んで参りたいと思います。 

公民館活動におきましても、コロナ禍とか少子化・高齢化等、変化して来た環境に対応しながら、

基本である「安全・安心」を忘れずに、各団体やサークルの協力を得ながら諸活動の充実を図り、

少しでも住みよい街づくりの手助けができればと思っております。 

何卒、本年も塩津地区の皆さんのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

終わりにあたり、皆様方の健康とご多幸を祈願申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。 

公民館まつりについて 

昨年 3 年ぶりに再開された「公民館まつり」ですが、本年度は令和 6 年 2 月 17 日（土）・18

日（日）の両日にわたって開催する予定で作業を進めています。 

今年は 12 月に入っても、ポカポカ陽気が続き、新型コロナの新規感染者数は横ばいの状況が続

いています。インフルエンザも一時期流行して心配されましたが、今は落ち着いているところであ

ります。 

昨年度開催後に関係者から意見を募ったところ、展示部門と演芸部門を塩津小学校の体育館で開

催する方が参加者にとっても、見学者にとってもいいのではないかという意見が多く出されたた

め、今年度も引き続き小学校での開催で予定を進めていきますので、よろしくお願いいたします。 

コロナ禍以前のように甘酒（又は汁粉）接待・みたらし団子・赤飯及びパン等の販売についても、

準備をしていきたいと思っています。 

詳しくは「塩津公民館だより２月号」でお知らせいたします。 

とうとう還暦ですが 
岩 瀬 泰 伸（竹谷町） 

明けましておめでとうございます。とうとう還暦を迎えてしまい、うれ

しいやら【60 定年】悲しいやら複雑な心境です。 

昭和に生まれ平成を過ごし今は便利な時代令和ですが、私にとって一番

思い出深いのは昭和です。あの頃の時代は皆の結束力が強くまた心に秘め

た熱い思いが強かった気がします。そんな時代を経験した私は非常に楽し 

く思い出深いそんな気持ちです。テレビでは金八先生、俺は男だ。そのままの時代でした。青春

のすべてが昭和に凝縮されていました。それと比較し現在は便利だけど何となく薄く感じられま

す。さらにバブルも経験し日本の活力を熱く感じた時でもありました。今の私の現状はそんな時

の気迫もなくただただ毎日が意味もなく過ぎ去っています。こんなことでいいのだろうかと思う

今日この頃です。しかし気持ちの改革はあっても、まあいいかとの連続です。そうです年齢を重

ねるとやる気、冒険心をなくしてしまうのです。これではダメだと自身にはっぱをかけて奮起し

たくてもまあいいやで終わりです。現状を変えてみたくても面倒くさいのでやっぱりいいやで

す。と言っても後悔しているわけではありません。これから先まだまだ長い人生ですが、今後ど

のように生きるか生活していくか考えますが、いざ実行に移そうと思いきやこのままでいいやと

またなってしまいます。私の年齢のせいか時代がそうさせているのかは不明ですが。 

この人生、私は満足しています。これが還暦を迎え思うことです。 
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公民館まつり開催のご案内 

★今年度最後のイベントです。皆さんも参加して一緒に楽しみませんか？ 

 

 

 

 

作品展示会（塩津小学校体育館にて） 

2 月 17 日（土） 午後 1 時から午後 3 時 

2 月 18 日（日） 午前 9 時から午後 3 時 

クラブ教室生徒作品、小中学生、保育園児、児

童館作品、子供会硬筆・習字作品、一般参加者

作品展示、子供会作品表彰式 

演芸会（塩津小学校体育館にて） 

2 月 18 日（日） 午前 11 時 00 分～ 

午後 2 時 30 分（予定） 

クラブ教室生徒、一般参加者演芸 

 

一般参加者募集しています 

塩津地区にお住まいの方ならどなたで

も参加できます。 

日頃趣味で楽しんでいるもの、なんで

も結構です。出展して皆さんに披露して

みませんか。 

また、カラオケ、踊り、手品等いろいろ、

演芸会に出演してみてはいかがですか。 

参加記念品をご用意しています。 

 申込期間 1 月５日（金）～１2 日（金） 

 申 込 先 塩津公民館 

☎・FAX  68-3819 まで 

 

mailto:siotsu@sk.aitai.ne.jp
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「塩津公民館創立７０周年」 

        塩津公民館長  牧 野 満 文 

新年明けましておめでとうございます。 

塩津地区の皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。 

さて、私たちの塩津公民館は昭和２９年４月１日、戦後復興の社会状況の 

中で、新しい日本を築くには地域住民への教育が必要であり、その核となる施設として創立されま

した。しかし適切な建物がないため、初めは公民館事務所を塩津中学校に置いておりましたが、そ

の後「昭和３０年蒲郡市役所塩津出張所」に移転、そして現在地に「昭和５０年８月」新築、また

「昭和５９年」に増築を経て現在に至っております。今年度は記念すべき創立７０周年の年に当た

ります。そこで塩津公民館では運営審議委員会に承認をいただき、記念誌を発行する事と致しまし

た。編集委員は、公民館職員（館長・主事・書記）の３名、元館長１名、前総代会長１名、現文化

委員長の６名とし、編集委員会議を何度も重ね、令和６年２月には発行できる状況になりました。

完成後は是非、塩津地区の皆様にご一読いただきたいと思います。 

これからも、塩津公民館は誰でも気軽に立ち寄れる公民館として有効利用頂けるように職員一同

精進して参りますので、ご指導ご協力宜しくお願いいたします。 

 

放課後子ども教室「茶道教室」（12 月 14 日開催） 

地域学校協働活動で実施している「放課後子ども教室」も、

「茶道教室」で第７回目を数えました。 

今までは体を動かして体験することが多かったのですが、今

回は「わびさびの心」を体験する「茶道」とあって、参加した

子供たちもいつになく神妙な面持ちに見えました。 

畳で正座をし、和菓子を食べてから自分で抹茶を点てて、い

ただく。 

大人でもなかなか体験できない茶道の作法に触れることが

でき、参加した子供達にはいい経験になったことと思います。 

みんなで歩こう健康づくり大会 

去る 11 月５日（日）、大人と子供も含め、５１人の参加

を得て、公民館の駐車場から、竹谷城址の入口を確認した

後、全保寺で竹谷松平家について住職さんから説明を受け

ました。子供たちにも分かりやすく説明をしていただき、

大人向けにも大変ためになったお話でした。 

その後、竹谷町（奥林）運動広場でグラウンドゴルフの

ホールインワンゲームとモルックを楽しんできました。 

当日は汗ばむほどの気温になりましたが、皆さん無理も

せず、水分補給にも気を付けながら無事終える事ができま

した。 

 

赤い電車応援団で「真如寺」へ 

11 月 21 日（火）、名鉄西尾蒲郡線に乗って、形原町の「真

如寺」へ行ってきました。 

「風鈴まつり」やカラフルでポップなデザインが特徴の御朱

印帳が有名ですが、風鈴は季節外れでしたので見ることが出来

ませんでした。 

当日は 11 月とは思えないほどいい天気に恵まれ、住職さん

からご祈祷と法話をいただいた後、JA コープかたはらで買い

物をして帰路につきました。 

 

木の笛コカリナ演奏とお楽しみ会（12 月１日開催） 

「いきいき教室」の 7 回目として、コカリナアンサンブルド

ルフィンの 15 名のメンバーをお迎えして、木の笛コカリナの

演奏を楽しみました。 

コカリナ演奏に合わせて参加者が歌うことを手始めに、メン

バー全員での合奏や手品の披露、そしてソロでの演奏もあり、

木の笛コカリナのやさしい音色を存分に堪能することができ

ました。 

途中休憩を挟みながら、最後には参加者が座ったままできる

体操を一緒にするなど趣向をこらした会となりました。 

生涯学習講座「ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室」 

去る 12 月 17 日（日）に開催しました。 

昨年はクリスマス用の作品を作りましたが、今年は、

葉ボタンやピンポンマムなどの花を使って、正月用の作

品を作りました。花で形を整えたあと、水引で装飾した

ため、優雅な感じに出来上がりました。最後に参加者全

員の作品を並べた撮影会（？）も開かれ、皆さんスマホ

で撮影していました。 

蒲郡市更生保護女性会より、「子ども食堂」の案内掲載の依頼がありました。 

子ども食堂『しおつ広場（プラザしおつ）』 

子ども食堂を開催します。皆さんとレクリエーションを楽

しんで昼食を一緒に食べませんか。申し込みは不要です。 

日  時  令和 6 年 1 月 20 日（土） 

10：30～13：00 

場  所  塩津公民館 

参 加 費  子ども無料・大人の人は 

志のご協力（200 円以上） 

をお願いします。 

メニュー  カレーライス 

問合せ先  志賀（☎0533-69-1579） 

 


